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四半期決算説明会開催の有無 ：有・無
（百万円未満切捨て）

１．平成23年8月期第3四半期の連結業績（平成22年9月1日～平成23年5月 31日）
（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年 8月期第3四半期 17,629 △40.6 765 △68.8 329 △77.8 △499 －
22年 8月期第3四半期 29,675 △50.9 2,450 1.6 1,479 － 722 －

１株当たり
四半期純利益

潜 在 株 式 調 整 後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

23年 8月期第3四半期 △127.48 －
22年 8月期第3四半期 205.06 －

（２）連結財政状態

総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年 8月期第3四半期 31,843 5,276 15.7 1273.18
22年 8月期 40,274 6,044 13.0 1362.05

(参考)自己資本 23年8月期第3四半期 5,003百万円 22年8月期 5,217 百万円

２．配当の状況
1株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第3四半期末 期末 合計

22年8月期
23年8月期

円 銭

－
－

円 銭

0.00
0.00

円 銭

－
－

円 銭 円 銭

0.00 0.00

23年 8月期
（予想）

0.00 0.00

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：有・無

３．平成23年8月期の連結業績予想（平成22年9月1日～平成23年8月31日）
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 30,700 △11.6 3,030 9.3 1,520 16.2 1,300 － 339.39

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：有・無
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４．その他 （詳細は、【添付資料】「２.その他の情報」をご覧ください。）

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：有・無

新規 社 (社名) 、除外 社 (社名)
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有・無
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有・無

② ①以外の変更 ：有・無
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

（４）発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年8月期3Ｑ 3,930,004株 22年8月期 3,830,364株

② 期末自己株式数
23年8月
期3Ｑ

0株 22年8月期 0株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 22年8月期3Ｑ 3,919,054株 22年8月期３Ｑ 3,521,747株

（注意事項）
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間の我が国の経済状況は、緩やかな回復基調にあった景気が、平成23年３月11日に発生

した東日本大震災の甚大な被害により、企業の設備投資が抑制され、また個人消費も冷え込んだ結果悪化しまし

た。

このような我が国の経済状況の中で、当社グループにおける事業領域の中心の一つであるモバイル関連産業は、

スマートフォン端末に代表される多種多様な機能を持つ携帯電話端末の普及により、提供可能なサービス領域の拡

大を加速させており、とりわけソーシャルゲーム分野については利用者が増加し、大きなビジネスチャンスが生ま

れております。一方、ゲーム関連産業は、3D技術を駆使した新型携帯機の登場により各社が新規ゲームタイトルを

提供していくことで、市場の盛り上がりが期待されております。

こうした環境下において、当社は、平成22年10月１日をもって、当社連結子会社であった株式会社インデックス

および株式会社アトラスを吸収合併し、株式会社インデックスの中心事業領域であったモバイルコンテンツ事業

と、株式会社アトラスの中心事業領域であったゲーム事業を統合し、新たにネット＆ゲーム事業として事業の拡大

を進めており、旧株式会社アトラスが持つゲームタイトルのソーシャルゲーム化などグループ経営資源の適切かつ

集中的な活用、グループ経営基盤の強化、意思決定の迅速化、コスト適正化による収益構造の改善および間接部門

の集約化による経営効率の向上等を図りました。

このような状況の中、売上高は4,726百万円（前年同期8,582百万円）となり、営業損失は45百万円（前年同期

704百万円の営業利益）となりました。経常損失は364百万円（前年同期362百万円の経常利益）となり、当第３四

半期連結会計期間の最終損益は610百万円の純損失（前年同期52百万円の純利益）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

① ネット＆ゲーム事業

当セグメントにつきましては、以下のとおりであります。

（株式会社インデックス）

当社の人気ゲームタイトル「ペルソナ」「真・女神転生」をソーシャルゲーム化した「ペルソナ３ソーシャ

ル」「真・女神転生 デビルハンターZERO」においては、引き続きユーザーからの高い支持を頂いております。

また、集英社の人気漫画「メイちゃんの執事」のソーシャルゲームにおいては登録者数が提供開始より約３カ月

で30万人を突破するなど、当社は優良なソーシャルゲームのプロバイダーとして御評価頂いております。そのよ

うな状況を背景に、名作釣り漫画「釣りキチ三平」のソーシャルゲームをリリースするなど、今後も当社が保有

するプロパティーに加え、他社の魅力的なプロパティーも有効に活用して、新しいゲームタイトルを展開してい

く予定です。（ネットゲーム分野）

次に、急激に加速するスマートフォン市場の成長に伴い、利用者がフィーチャーフォンからスマートフォンへ

移行をはじめております。

当社は、既に平成22年12月より、NTTコミュニケーションズ株式会社様と共同でスマートフォンの利用者や購

入検討者を対象にした、アプリの紹介やスマートフォン情報の提供を行うサービス「appliko（アプリコ）」を

開始しており、スマートフォン時代への布石をうっております。今後は、スマートフォン向けのコンテンツのさ

らなる強化に努めてまいります。

他方で、携帯電話端末向けの公式サイトビジネスは、従来の課金方法である「月額課金」モデルの会員総数は

鈍化しているものの、パチンコ・パチスロメーカーとの共同運営モバイルサイトに、ソーシャル性を持たせる新

たな機能の追加等の施策を行うことで、対応を進めております。

さらに、システム開発を軸とするモバイル＆ソリューションビジネスにおいては、先にリリースした金融系ア

プリに非常に高い評価を頂いた結果、複数の金融機関から同様なスマートフォンアプリの開発の委託を受けてお

ります。また、全日空システム企画株式会社様と共同で、全日本空輸株式会社が平成23年３月より提供を開始し

たスマートフォン向けサイト「ANA SKY MOBILE」の国際線航空券の空席照会、予約・購入機能を開発する等、

様々な領域での取り組みが進んでおります。一方、テレビ放送局との関係も良好で、放送局向け基幹システムの

開発も引き続き受託しており、業績に貢献いたしました。（モバイルコンテンツ分野）

ゲーム事業分野においては、家庭用ゲーム関連のパッケージソフト事業において多くのファンを持つ人気シリ

ーズの一つ「ペルソナ２罪」（PlayStation版）を11年ぶりにリメイクし、PlayStation Portable用ソフトとし

て発売するとともに、ロールプレイングゲーム「グングニル」を発売しました。また、第２四半期に発売し大好

評を頂いた「キャサリン」（PS3・XBOX360）の売上は鈍化したものの、米国版が次の四半期で売上・営業利益に

貢献する予定です。（パッケージゲーム分野）

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（株式会社ロッソインデックス）

国内・海外のオンラインゲーム運営を手掛ける株式会社ロッソインデックスでは、オンラインゲームの国内運

営事業は引き続き苦戦を強いられておりますが、組織体制の変更による人員体制の見直しを図っており、営業収

益の向上に努めております。

（Index Multimedia SA）

Index Multimedia SAでは、今後の成長を牽引するソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）の

「Tchatche.com（チャッチ・ドットコム）」において、多様化する携帯端末に対応することにより、会員数やト

ラフィックは、堅調に推移しています（約521万人のユーザーを保有し、引き続き増加基調）。同時に、株式会

社ロッソインデックスのオンラインゲームタイトル「ドルアーガの塔」の課金サービス提供を２月末に開始して

おり、当第３四半期連結会計期間から売上高・営業利益に寄与し始めました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間におけるネット＆ゲーム事業セグメントについては、売上高は3,686百

万円となり、営業利益は396百万円となりました。

② モバイルデバイス事業

当セグメントにつきましては、以下のとおりです。

（株式会社ネットインデックス）

株式会社ネットインデックスでは、従来から中核としておりますデバイス事業において、既に販売を開始して

いる一部モバイル通信端末機器につき、震災の直接的な影響等もあり、既存製品のうち一部の特定法人顧客向け

通信端末機器関連で需要減や販売遅延が発生いたしました。また、東北地方を事業基盤として、移動体通信端末

機器等の販売、保守、その他さまざまなアフターサービスを行うショップ事業では事業開始以来、販売は順調に

伸びており、当第３四半期連結会計期間においては、季節的に通信の需要増大時期と重なることから、一層の業

績拡大を見込み、初期投資を行いましたが、震災の影響により３月度の営業において、特に宮城県および福島県

の店舗が、販売環境や営業の日程に大きな影響を受けました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間におけるモバイルデバイス事業セグメントについては、売上高は826百

万円となり、営業損失は29百万円となりました。

③ 映像事業

株式会社インデックス・アミューズメント（旧株式会社ダイナモピクチャーズ）では、ＣＧ制作事業で大型案

件を受注したことにより売上が堅調に推移いたしました。なお、同社はロケーション事業を今後の軸とすべく、

平成23年５月１日をもってＣＧ制作事業を株式会社ダイナモに譲渡しております。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間における映像事業セグメントについては、売上高は345百万円となり、

営業利益は31百万円となりました。
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（２）連結財政状態に関する定性的情報

①財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に対し、8,430百万円減少の31,843百万円

となりました。その主な要因は、現金及び預金、受取手形及び売掛金、投資有価証券などの減少の影響によるも

のです。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に対し、7,662百万円減少の26,567百万円と

なりました。その主な要因は、短期借入金、支払手形及び買掛金、未払金などの減少の影響によるものです。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に対し、768百万円減少の5,276百万円とな

りました。その主な要因は、資本剰余金の増加に対し、利益剰余金、少数株主持分、その他有価証券評価差額金

の減少の影響によるものです。また、自己資本比率は15.7％となりました。

②キャッシュ・フローの分析

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の期末残高は、第２四半期連結会計期間末と比較して

431百万円の減少となりました。なお、各キャッシュ・フローの状況等につきましては以下のとおりとなっており

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、387百万円の現金及び現金同等物

の減少となりました。主な要因としましては売上債権の減少が589百万円あったものの、税引前当期純損失746百

万円や利息の支払207百万円があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、188百万円の現金及び現金同等物

の増加となりました。主な要因としましては、有形固定資産の取得による支出106百万円、ソフトウェアの取得

による支出317百万円があるものの、貸付金の回収による収入が577百万円あることによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、263百万円の現金及び現金同等物

の減少となりました。主な要因としましては、短期借入金の純減232百万あったことが挙げられます。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成23年４月14日公表の業績予想から変更はありません。
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（１）重要な子会社の異動の概要

当第３四半期連結会計期間において、重要な子会社の異動はありません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の主要な棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

また、主要な棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。

②固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等の著しい変化が生じておらず、

かつ、一時差異等の発生状況について前連結会計年度末から大幅な変動がないと認められる場合には、前連結会計

年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ６百万円減少し、税金等調整前四半

期純損失は23百万円増加しております。

また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は４百万円であり、敷金及び保証金の変動額は19百

万円であります。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要

該当事項はありません。

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,374 4,369
受取手形及び売掛金 5,202 7,274
有価証券 28 2
商品及び製品 832 497
仕掛品 2,406 2,971
原材料及び貯蔵品 83 116
短期貸付金 4,453 5,100
繰延税金資産 464 408
その他 1,536 2,345

貸倒引当金 △1,315 △1,393

流動資産合計 15,066 21,694

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 178 155
機械装置及び運搬具（純額） 0 13
土地 174 188
その他（純額） 565 393

有形固定資産合計 918 751

無形固定資産

のれん 1,739 1,946
ソフトウエア 1,438 1,605
ソフトウエア仮勘定 1,130 380
その他 93 214

無形固定資産合計 4,401 4,148

投資その他の資産

投資有価証券 11,719 13,028
長期貸付金 11,968 12,285
繰延税金資産 550 348
その他 2,773 3,493
貸倒引当金 △15,554 △15,475

投資その他の資産合計 11,456 13,680

固定資産合計 16,777 18,580

資産合計 31,843 40,274
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,891 2,631
短期借入金 21,651 25,823
未払金 1,144 1,788
未払法人税等 302 698
賞与引当金 47 200
返品調整引当金 18 68
係争引当金 47 49
その他 812 2,216

流動負債合計 25,915 33,477

固定負債

長期借入金 70 162
退職給付引当金 37 61
係争引当金 244 301
繰延税金負債 － 2
その他 299 223

固定負債合計 651 752

負債合計 26,567 34,229

純資産の部

株主資本

資本金 39,379 39,379
資本剰余金 37,048 36,747
利益剰余金 △76,115 △75,638

株主資本合計 313 488

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,620 1,709
為替換算調整勘定 3,070 3,018

評価・換算差額等合計 4,690 4,728

新株予約権 175 147
少数株主持分 97 679

純資産合計 5,276 6,044

負債純資産合計 31,843 40,274
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（２）四半期連結損益計算書
（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
至 平成22年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年５月31日)

売上高 29,675 17,629
売上原価 18,242 10,905

売上総利益 11,433 6,723

返品調整引当金繰入額 － 40

返品調整引当金戻入額 － 22

差引売上総利益 11,433 6,705

販売費及び一般管理費

給料手当 1,964 1,266
貸倒引当金繰入額 130 29
賞与引当金繰入額 69 53
販売促進費 2,135 1,205
退職給付費用 4 3
役員退職慰労引当金繰入額 0 －

その他 4,678 3,380

販売費及び一般管理費合計 8,982 5,939

営業利益 2,450 765

営業外収益

受取利息 296 65
受取配当金 45 64
投資有価証券売却益 283 473
負ののれん償却額 278 43
その他 140 61

営業外収益合計 1,043 708

営業外費用

支払利息 913 696
投資有価証券売却損 5 47
資金調達費用 376 59
為替差損 37 28
投資有価証券評価損 381 －

その他 300 313

営業外費用合計 2,014 1,144

経常利益 1,479 329

特別利益

持分変動利益 － 31
関係会社株式売却益 1,364 35
投資有価証券売却益 － 77
貸倒引当金戻入額 599 109
その他 314 19

特別利益合計 2,279 272
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
至 平成22年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年５月31日)

特別損失

減損損失 10 39
投資有価証券評価損 141 300
事業再編損 124 －

事務所移転費用 273 －

企業結合における交換損失 162 －

その他 810 1,049

特別損失合計 1,523 1,388

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 2,236 △786

法人税、住民税及び事業税 842 78
過年度法人税等戻入額 － △22

法人税等調整額 70 △262

法人税等合計 913 △207

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △579

少数株主利益又は少数株主損失（△） 600 △80

四半期純利益又は四半期純損失（△） 722 △499
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（第３四半期連結会計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年３月１日
至 平成23年５月31日)

売上高 8,582 4,726
売上原価 5,264 3,205

売上総利益 3,317 1,520

返品調整引当金繰入額 － 6

差引売上総利益 3,317 1,514

販売費及び一般管理費

給料手当 568 349
貸倒引当金繰入額 46 3
賞与引当金繰入額 △7 2
販売促進費 645 303
退職給付費用 2 2
その他 1,358 897

販売費及び一般管理費合計 2,613 1,559

営業利益又は営業損失（△） 704 △45

営業外収益

受取利息 78 18
受取配当金 6 13
投資有価証券売却益 283 －

負ののれん償却額 8 14
為替差益 36 23
その他 15 22

営業外収益合計 428 92

営業外費用

支払利息 282 209
資金調達費用 109 －

投資有価証券評価損 238 －

貸倒引当金繰入額 － 99
その他 139 102

営業外費用合計 769 411

経常利益又は経常損失（△） 362 △364

特別利益

関係会社株式売却益 866 －

投資有価証券売却益 － 24
貸倒引当金戻入額 400 86
その他 131 1

特別利益合計 1,397 112

特別損失

減損損失 2 39
投資有価証券評価損 － 121
事務所移転費用 144 －

企業結合における交換損失 162 －

その他 304 333

特別損失合計 613 494

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 1,146 △746

法人税、住民税及び事業税 441 △19
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（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年３月１日
至 平成23年５月31日)

過年度法人税等戻入額 － △22

法人税等調整額 423 △92

法人税等合計 864 △134

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △611

少数株主利益又は少数株主損失（△） 229 △1

四半期純利益又は四半期純損失（△） 52 △610
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
至 平成22年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△） 2,236 △786

減価償却費 1,449 1,010
減損損失 10 39
貸倒引当金の増減額（△は減少） △399 153
返品調整引当金の増減額（△は減少） 62 △47

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15 △26

賞与引当金の増減額（△は減少） △95 △152

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △33 －

係争引当金の増減額（△は減少） △79 △86

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） － △180

製品保証引当金の増減額（△は減少） － △28

のれん及び負ののれん償却額 △173 235
受取利息及び受取配当金 △341 △129

支払利息 913 696
為替差損益（△は益） 93 △22

投資有価証券売却損益（△は益） △361 △410

投資有価証券評価損益（△は益） 524 300
関係会社株式売却損益（△は益） △1,364 28
関係会社株式評価損 83 －

持分法による投資損益（△は益） 149 59
持分変動損益（△は益） 0 △31

固定資産除売却損益（△は益） 164 87
売上債権の増減額（△は増加） △1,193 1,135
たな卸資産の増減額（△は増加） △593 △423

未収入金の増減額（△は増加） 236 △150

仕入債務の増減額（△は減少） △866 △400

未払消費税等の増減額（△は減少） － 138
未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △1,070 △297

その他 876 257

小計 243 968

利息及び配当金の受取額 851 287
利息の支払額 △1,501 △636

法人税等の支払額 △669 △481

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,075 138
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
至 平成22年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年５月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △631 △641

有形固定資産の売却による収入 145 11
ソフトウエアの取得による支出 △1,651 △1,417

有価証券の償還による収入 180 －

投資有価証券の取得による支出 △2,103 △551

投資有価証券の売却による収入 819 1,676
関係会社株式の取得による支出 △610 △32

関係会社株式の売却による収入 4,713 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収支 1,222 △1

貸付けによる支出 △9,315 △241

貸付金の回収による収入 7,299 899
定期預金の預入による支出 △0 △395

定期預金の払戻による収入 － 10
その他 △1,373 238

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,305 △445

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,987 △1,984

長期借入れによる収入 40 39
長期借入金の返済による支出 △1,902 △41

少数株主からの払込みによる収入 19 999
配当金の支払額 △0 △0

少数株主への配当金の支払額 △10 △2

リース債務の返済による支出 △117 △41

その他 1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,017 △1,032

現金及び現金同等物に係る換算差額 △57 △26

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,421 △1,366

現金及び現金同等物の期首残高 5,894 3,301
連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少） 45 △1,146

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,518 788
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該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する注記
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【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成22年３月１日 至平成22年５月31日）

（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分に基づき、市場及び事業形態を考慮して決定しております。

２．前連結会計年度において、コマース＆出版事業セグメントに属していた全ての連結子会社を連結の範囲から

除外しているため、当連結会計年度より当該セグメントについての記載事項はありません。

３．各区分に属する主な事業内容

前第３四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成22年５月31日）

（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分に基づき、市場及び事業形態を考慮して決定しております。

２．前連結会計年度において、コマース＆出版事業セグメントに属していた全ての連結子会社を連結の範囲から

除外しているため、当連結会計年度より当該セグメントについての記載事項はありません。

３．各区分に属する主な事業内容

（５）セグメント情報

モバイル＆ソリュ
ーション事業

（百万円）

エンタテイメン
ト事業

（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高

(1）外部顧客に対する売

上高
4,490 4,092 8,582 - 8,582

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
94 51 145 （ ）△145 -

計 4,584 4,143 8,728 （ ）△145 8,582

営業利益 771 275 1,046 （ ）△342 704

事業区分 事業内容

モバイル＆ソリューション
事業

インターネットへ接続可能な携帯電話（携帯IP接続端末）などへのコン
テンツの企画・開発・配信及び顧客企業向けのシステム受託開発、端末
製造、ＩＴ事業投資などのソリューション提供

エンタテイメント事業 アニメ、ゲーム、映画等のコンテンツの著作権の取得並びに企画、製作
及び流通

コマース＆出版事業 書籍、雑誌等の編集、出版及び同媒体と連動した通販事業（モバイル、
ネットTV等マルチプラットフォーム展開）、バーチャル/リアルの店舗運
営

モバイル＆ソリュ
ーション事業

（百万円）

エンタテイメン
ト事業

（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高

(1）外部顧客に対する売

上高
14,010 15,665 29,675 - 29,675

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
290 55 345 （ ）△345 -

計 14,300 15,721 30,021 （ ）△345 29,675

営業利益 2,410 930 3,340 （ ）△889 2,450

事業区分 事業内容

モバイル＆ソリューション
事業

インターネットへ接続可能な携帯電話（携帯IP接続端末）などへのコン
テンツの企画・開発・配信及び顧客企業向けのシステム受託開発、端末
製造、ＩＴ事業投資などのソリューション提供

エンタテイメント事業 アニメ、ゲーム、映画等のコンテンツの著作権の取得並びに企画、製作
及び流通

コマース＆出版事業 書籍、雑誌等の編集、出版及び同媒体と連動した通販事業（モバイル、
ネットTV等マルチプラットフォーム展開）、バーチャル/リアルの店舗運
営
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前第３四半期連結会計期間（自平成22年３月１日 至平成22年５月31日）

（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

２．日本以外の区分に属する国又は地域は以下のとおりであります。

北米・・・・・・アメリカ

欧州・・・・・・フランス、ルクセンブルク他

３．前連結会計年度において、Index Asia Pacific Limitedを連結の範囲から除外しているため、

当連結会計年度より、アジア及びその他地域の所在地別セグメントについての記載事項はありません。

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成22年５月31日）

（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

２．日本以外の区分に属する国又は地域は以下のとおりであります。

北米・・・・・・アメリカ

欧州・・・・・・フランス、ルクセンブルク他

３．前連結会計年度において、Index Asia Pacific Limitedを連結の範囲から除外しているため、

当連結会計年度より、アジア及びその他地域の所在地別セグメントについての記載事項はありません。

日本
（百万円）

北米
（百万円）

欧州
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高

（1）外部顧客に対する

売上高
6,721 509 1,350 8,582 - 8,582

（2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高
9 － － 9 （ ）△9 -

計 6,731 509 1,350 8,592 （ ）△9 8,582

営業利益又は営業損失

（△）
1,139 82 ( )△15 1,207 （ ）△502 704

日本
（百万円）

北米
（百万円）

欧州
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高

（1）外部顧客に対する

売上高
21,200 2,430 6,045 29,675 - 29,675

（2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高
27 － - 27 （ ）△27 -

計 21,228 2,430 6,045 29,703 （ ）△27 29,675

営業利益又は営業損失

（△）
2,799 460 145 3,405 （ ）△954 2,450
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成22年３月１日 至平成22年５月31日）

前第３四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成22年５月31日）

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する国又は地域は以下のとおりであります。

欧州・・・・・・フランス、ルクセンブルク他

その他・・・・・アメリカ、韓国、シンガポール、サウジアラビア他

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社及び当社の関係会社は、ネット＆ゲーム、デバイス、映像の開発・販売を主な事業としているほか、これ

らに附帯するサービス業務等を営んでおります。

欧州 その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 1,354 739 2,094

Ⅱ 連結売上高（百万円） 8,582

Ⅲ 連結売上高に占める海外

売上高の割合（％）
15.79 8.61 24.40

欧州 その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 6,100 3,552 9,652

Ⅱ 連結売上高（百万円） 29,675

Ⅲ 連結売上高に占める海外

売上高の割合（％）
20.56 11.97 32.53

報告セグメント サービスの種類

ネット＆ゲーム事業

インターネットへ接続可能な携帯電話（携帯IP接続端末）などへのコンテンツの

企画・開発・配信、ゲームコンテンツの著作権の取得ならびに企画、製作および

流通、顧客企業向けのシステム受託開発、IT事業投資などのソリューション提供

モバイルデバイス事業
モバイル通信機器の開発および販売、モバイル通信機器全般に附帯するサービス
＆ソリューション

映像事業
アニメおよび映画などの映像コンテンツの著作権の取得ならびに企画、製作およ
び流通
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自平成22年９月１日 至平成23年５月31日）

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間（自平成23年３月１日 至平成23年５月31日）

（単位：百万円）

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年９月１日 至 平成23年５月31日）

（単位：百万円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

当第３四半期連結会計期間（自 平成23年３月１日 至 平成23年５月31日）

（単位：百万円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

ネット＆
ゲーム事業

モバイル
デバイス事業 映像事業 計

売上高

外部顧客への売上高 13,672 2,098 1,910 17,681

セグメント間の内部売上高又は
振替高 252 57 101 411

計 13,924 2,156 2,012 18,092

セグメント利益又は損失（△） 2,137 △67 59 2,130

ネット＆
ゲーム事業

モバイル
デバイス事業 映像事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,592 826 317 4,752

セグメント間の内部売上高又は
振替高 93 － 27 106

計 3,686 826 345 4,858

セグメント利益又は損失（△） 396 △29 31 397

利益 金額

報告セグメント計 2,130

セグメント間取引消去 △143

その他調整 △29

全社費用（注） △1,191

四半期連結損益計算書の営業利益 765

利益 金額

報告セグメント計 397

セグメント間取引消去 △56

その他調整 △49

全社費用（注） △337

四半期連結損益計算書の営業利益 △45

㈱ｲﾝﾃﾞｯｸｽ（4835）　平成23年8月期　第3四半期決算短信 

18



（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準第20号 平成21年３

月21日）を適用しております。

平成22年10月１日に株式会社インデックスおよび株式会社アトラスとの合併に伴い、当社の普通株式99,640株の

割当を行ったことにより、301百万円資本剰余金が増加しております。

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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１．当社は、平成23年７月５日開催の常勤役員会において、平成23年８月１日をもって、株式会社クロス・マー

ケティングに対し、当社のビジネスソリューション事業であるシステム受託開発案件の一部を譲渡すること

を決議いたしました。その概要は次のとおりであります。

(1)譲渡の理由

当社のビジネスソリューション事業は、システムの受託開発を中心に顧客企業に対して様々なサービス提

供を行っており、当社における重要な事業分野の１つであります。

今般、当社は、当該事業分野の強化を目的として事業案件の再構築を行いましたが、一部事業案件につい

ては、今後の発展性を見据えた中長期的な戦略を策定し、協議のうえ、株式会社クロス・マーケティングに

譲渡することといたしました。

(2)譲渡する相手会社

株式会社クロス・マーケティング

(3)譲渡する事業の内容、規模

法人向けソリューション事業分野であるシステム受託開発案件の一部

平成22年８月における経営成績

売上高 百万円

(4)譲渡する資産、負債の額

平成23年７月31日における帳簿価額とする

(5)譲渡の時期

平成23年８月１日(予定)

(6)譲渡価額

百万円

２．当社の連結子会社である株式会社インデックス・アミューズメント（旧株式会社ダイナモピクチャーズ）

は、平成23年４月28日開催の取締役会において、株式会社ダイナモに対し、ＣＧ制作事業を譲渡することを

決議し、平成23年５月１日付で本件譲渡が実施されました。

なお、同社の第３四半期決算日は３月31日であるため、上記の事業譲渡に係る損益は連結財務諸表原則に

従い連結損益計算書に取り込まず、後発事業として注記しております。

(1)譲渡の理由

当社の連結子会社である株式会社インデックス・アミューズメント（旧株式会社ダイナモピクチャーズ）

は、ゲーム事業会社や遊技機メーカーをメインクライアントとするＣＧ制作事業を展開しておりますが、平

成22年10月１日を効力発生日とする当社の合併により、ゲーム事業会社の子会社としての位置づけとなり、

メインクライアントと競合関係となったことから、ＣＧ制作事業の受注に深刻な影響を及ぼしております。

ゲーム事業は当社の中核事業であり、このような状況を回避するためには、同社におけるＣＧ制作事業を

譲渡して、その他事業に注力することが望ましいと判断し、事業の一部譲渡を行うことといたしました。

(2)譲渡する相手会社

株式会社ダイナモ

(3)譲渡する事業の内容、規模

ＣＧ制作事業

平成22年６月における経営成績

売上高 百万円

営業利益 百万円

経常利益 百万円

(4)譲渡する資産、負債の額

資産 百万円

負債 百万円

(5)譲渡の時期

平成23年５月１日

(6)譲渡価額

百万円

（７）重要な後発事象

983

400

621

17

34

391

220

170
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３．当社の連結子会社である株式会社ネットインデックスは、平成23年６月８日開催の取締役会において、第三

者割当による第８回新株予約権及び第９回新株予約権の発行を決議し、払込が完了いたしました。当該新株

予約権の概要は次のとおりであります。

(第８回新株予約権)

(第９回新株予約権)

新株予約権の払込期日及び割当日 平成23年６月29日

新株予約権の発行総数 個136

新株予約権の目的となる株式 普通株式 株(新株予約権１個につき普通株式 株)3,400 25

新株予約権の発行価額 総額 円(新株予約権１個当たり 円)861,424 6,334

新株予約権の行使期間 平成23年６月30日から平成25年６月29日まで

新株予約権の行使時の払込価額 総額 円(１株当たり 円)131,733,000 38,745

新株予約権の行使による株式発行価額
総額 円(新株予約権の発行価額と新株予約権の

行使時の払込価額の合計)

132,594,424

新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価額の

うち資本組入れ額

資本金等増加限度額の２分の１の金額とし(計算の結果１

円未満の端数を生じる場合はその端数を切り上げた額とす

る。)、当該資本金等増加限度額から増加する資本金の額

を減じた額を増加する資本準備金の額とする。

割当先
Brillance Hedge Fund 株( 個)

Brillance Multi Strategy Fund 株( 個)

1,700 68

1,700 68

資金使途
ＰＬＣ(電力線通信)事業及びモバイルインターネットデバ

イスプラットフォーム事業の開発費用

新株予約権の払込期日及び割当日 平成23年６月29日

新株予約権の発行総数 個136

新株予約権の目的となる株式 普通株式 株(新株予約権１個につき普通株式 株)3,400 25

新株予約権の発行価額 総額 円(新株予約権１個当たり 円)678,504 4,989

新株予約権の行使期間 平成23年６月30日から平成25年６月29日まで

新株予約権の行使時の払込価額 総額 円(１株あたり 円)168,327,200 49,508

新株予約権の行使による株式発行価額
総額 円(新株予約権の発行価額と新株予約権の

行使時の払込価額の合計)

169,005,704

新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価額の

うち資本組入れ額

資本金等増加限度額の２分の１の金額とし(計算の結果１

円未満の端数を生じる場合はその端数を切り上げた額とす

る。)、当該資本金等増加限度額から増加する資本金の額

を減じた額を増加する資本準備金の額とする。

割当先
Brillance Hedge Fund 株( 個)

Brillance Multi Strategy Fund 株( 個)

1,500 68

1,500 68

資金使途
ＰＬＣ(電力線通信)事業及びモバイルインターネットデバ

イスプラットフォーム事業の開発費用
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